
回

2026年度 授業計画（シラバス）

科目名 文化論 授業形態 講義 年次 1
使用教科書

教材等

公益社団法人日本理容美容教育センター

文化論

担当教員 杉田 忠

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか記載

 美容は今、ヘアスタイルだけでなく、メイクやファッションなどとトータルで見なければならない。

 ⾧い歴史の中で、今の文化に至るまでの変化を知り、美容師として芸術的な表現力と鑑賞力を養う授業を行います。

到達目標

学科 美容科 必修選択 必修
総時間

(2単位)

60

(2)

4
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・滅びゆく古代ローマの美学

                ・ギリシア文化の継承 カエサルについて

5
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・洋服ファッションのルーツ

                 ・古代ゲルマン人の服装 ドレス

6
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・ウエストラインをマークしたボディコン登場（3～15世紀）

                ・ドレス ・男性のヘア ・女性及びヘッド・ウェア ・メイク

・美容文化の歴史及び沿革について理解する。・日本における美容ファッションの変遷について理解する。

・海外における美容ファッションの変遷について理解する。

・流行を追う心理、流行が社会に及ぼす影響、流行が美容業において占める意義と役割についての理解。

授業概要

1
・序論 ・導入 文化論について

    ・ルネッサンス「モナリザ」「春」を通して当時のファッションを見る。

2
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・一枚の布の造形 （古代エジプト）

                ・ドレス ・ヘア ・メイク ・クレオパトラについて

3
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・古代に現代を発見（古代ギリシア）

                ・ドレス ・ヘアー ・メイク ・ギリシア神話

                ・エジプト ギリシアの美術 （ツタンカーメン ミロのビーナス）

備 考

・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・18世紀の美術（ロココ新古典主義）

                ・ラトゥール「ポンパドール夫人」 ダヴィッド「レカミエ夫人」

14
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・ファッション革命（18世紀～19世紀初め）

                ・ドレス ・ヘア ・ナポレオンについて

15
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・18世紀・19世紀

                ・新古典主義ダヴィッド ロマン主義ドラクロア 写実主義ミレー他

7
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・膨らんだ半ズボンと巨大なスカートへの拘り（16世紀）

                ・ドレス ・ヘア ・メイク ・エリザベス１世について

8
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・メンズファッションが注目される時代（17世紀）

                ・ドレス ・ヘア ・メイク

9
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・17世紀の美術（バロック）

                ・レンブラント ・ベラスケス ・ベルサイユ宮殿

10
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・華やかなサロン文化の反映（18世紀）

                ・ドレス ・ヘア ・メイク

11
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・華やかなサロン文化の反映（18世紀）

                ・貴族の生活 ルイ14世 ルイ16世 マリー・アントワネットについて

12
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・華やかなサロン文化の反映（18世紀）

                ・フランス革命後の衣装の変化

13

16
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・クラッシックからモダンへ（19世紀）

                ・ドレス ・ヘア ・メイク

17
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・19世紀の美術①

                   ・印象派 セザンヌ モネ マネ ルノワール ドガ ゴッホ他



27
・文化論２ １美容の心理

         ・美容の動機 ・21世紀の美容 ・美容の心理効果 ・美容と自己呈示

28
・文化論２ ２顔の美しさ

         ・赤ちゃんの顔 ・日本人の顔 西洋人の顔 ・細い顔 広い顔 ・顔と印象

29
・文化論２ 3美容と色彩

         ・色彩の重要性 ・色を感じるメカニズム ・色の表し方

30 ・文化論まとめ① 

31

21

・文化論まとめ② 

【評価について】 【特記事項】

A評価（１００~８６）/ B評価（８５~７０）

C評価（６９~４５）/ D評価（４４~０）

各学期に中間・期末テストを行い平均点が７０点以上あること

※ない場合は追試を行う

進級及び卒業は、単位時間数と定期テストでの

平均点取得、教員による協議会の決定による

・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・モダン・クラッシックの誕生（1950年代）

                ・ドレス ・ヘア ・「ローマの休日」オードリーヘップバーン

22
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・第３次 ファッション革命（1960年代）

                ・ドレス ・ヘア ・ビートルズ ジョンレノンについて

23

18
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・現代ファッションの始まり（1920年代）

                ・ドレス ・ヘア ・メイク

備 考

・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・エスニックがファッションの主流に（1970年代）

                ・ドレス ・ヘア ・ベトナム戦争

24
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・東洋から黒の衝撃（1970年代）

                ・ドレス ・ヘア ・川久保玲 山本耀司 三宅一生 他

25
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・何でもありの世紀末（1990年代）

26
・礼装の種類    ・花嫁の礼装

          ・和装 正式の礼装 略式の礼装 男性の礼装

          ・洋装 正式の礼装 略式の礼装 男性の礼装

19
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・19世紀の美術②

                   ・エコール・ド・パリ アールヌーボー アールデコ

20
・ファッション文化史（ヨーロッパ編） ・女性らしさが戻り、やがて戦時調へ（1930年代）

                ・ドレス ・ヘア


